
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３つのテーマに分かれて 

意見交換 

     
第 8回 平成31 年1 月25 日（金） 

時間：19：00 から 

※概ね2 時間程度を予定しています。 

会場：地域振興プラザ4 階 大会議室 

 
      

発行 稲城市 

編集 企画部 企画政策課 長期総合計画担当 

〠206-8601 稲城市東長沼2111 

☎042-378-2111（代表） 内線532 

e-mail chou_kei5@city.inagi.lg.jp 

 
 
 

12月21日、地域振興プラザにおいて「2030 年の稲城を描く市民会議」第7回を開催しました。 

討議テーマの意見を出し合った第３回市民会議の結果を踏まえ、第4回、第5回及び第6回市民会議

に引き続き３つのテーマに分かれて、意見交換を行いました。 

第7回 市民会議を開催しました 

稲城市の将来人口は？ 
 

 本市の将来人口の見通しでは、 

純移動率が維持され、国民希望 

出生率が長期的に達成できれば、 

平成62(2050)年に人口の 

ピーク（102,462人）を迎え、 

その後減少に転じると推計して 

います。 

 

 
（『稲城市まち・ひと・しごと創生総合戦略』より 

平成27年 10月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

稲城市ちょっとメモ 

これからの開催予定 
・みんなの稲城2030 年アンケートに基づく討議 

平成30 年の10 月に、市内小中学校に通う、小学5～6

年生、中学1～3 年生の約4,200 人を対象としたアンケ

ート結果をもとに、稲城市の 2030 年の姿について話し

合いを行います。 

 

 

１ 

 

４ 
 

2030年の稲城に向けたご提案を受け付けています！ 
 
 稲城市では2030年の稲城に向けて、長期総合計画を策定します。 

 あなたの考える2030年の稲城の将来像について、 

ご提案ください。 

 ご提案いただいた内容は、長期総合計画を策定する際、 

市民の皆様からのご意見として参考とさせていただきます。 
 
 ご提案はこちらから 

https://www.city.inagi.tokyo.jp/cgi-bin/form_

enq/formmail.cgi?d=chouki 

 

個別の返答はいたしませんので、

あらかじめご了承ください。 
 

市民の皆様へ 

グループ別の発表・質疑応答 

テーマ⑫ 

子育て 
しやすいまち 

 

テーマ⑪ 

農業を 

たのしむまち 

グループ別の意見交換・まとめ 

テーマ⑩ 

稲城の良さを 

もっと発信 

https://www.city.inagi.tokyo.jp/cgi-bin/form_enq/formmail.cgi?d=chouki
https://www.city.inagi.tokyo.jp/cgi-bin/form_enq/formmail.cgi?d=chouki


 

 

 

テーマ⑪ 農業をたのしむまち 
○稲城市では、農家専業が80 軒、兼業農家が95軒で、全部合わせても175軒しかない。また、梨農家とそれ以外
の農家との格差が結構大きい。 

〇農地に関わる法律が改正期にあり、規制緩和が進む中で農業は大きく変わっていくのではないか。 
〇菜園の周りには都有地の放棄地がいっぱいあるので、そこを稲城市に貸して貰って、稲城市が活用する。 
〇農家から農地を借りて、手ぶらでも来られる農地体験を出来るような仕組みや、子供を土に触れさせたい親も多い
ので、子供が農業体験出来るような仕組みがあると良い。 

〇農産物の売れ残りを活用するため、地域の人が集まるご飯会で提供して皆で消費するとか、少ない農作物を上手に
使い切る試みも必要。 

テーマ⑫ 子育てしやすいまち 
○ポジティブな意見として、子どもが公園にいて良いとか、公園とか遊べる施設があることが挙げられたが、ネガテ
ィブな意見としては、休日対応が昔から全然進んでない、助け合う場所とかがないということが挙げられた。 

〇自分の両親とか身近に頼る人が居るのと居ないのとでかなり違う話になってしまう。 
〇子育て支援とか遊び場とか子ども家庭支援センターとか、そういう遊びに行けるような場所とかがいつ開いている
とか、そういう内容を知ってる人と知らない人との差が大きい。 

〇駒沢女子大学との連携や、子育てを終えた世代との連携で、全世代が子供を皆で見ようみたいな環境が出来ると思う。 

テーマ⑫ 子育てしやすいまち 

テーマ⑩ 稲城の良さをもっと発信 
○シビックプライド（自分たちで地域をよくしていこうという市民の誇り）に基づいて、市民の力を使った地域活動、
地域コミュニティを活性化していき、稲城も稲城の良さをもっと発信していこうというのが一番大きなテーマ。 

〇外に向けて発信することと、稲城市の中でまだ良さを知らない人がいっぱい居るので、稲城市民に向けて発信する
ことの2 通りの発信が大切。 

〇発信するものは、緑や観光資源だけでなく、ライフスタイルそのものだったり、稲城市民一人一人の人の良さだっ
たりが最大の資源になるのではないか。 

〇市民がいろんな形でグループを作る、そのグループの中でデザインをしながら、紙ものを作ったり、情報発信した
りという市民の力を、行政に任すのではなく、もっと活用してアピールが出来ると良い。 
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テーマ⑪ 農業をたのしむまち 
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テーマ⑩ 稲城の良さをもっと発信 


